









Copylight (c) 2009 藤田泰正









































































































































































































































































































































































































































































































































分類 企業名 繊維機械 木工機械 工作機械 輸送機器 単品部品 軍需品
鉄工所
株式会社西川
鉄工所 × × × ×
株式会社山下
鉄工所 × × × × ×
株式会社加藤
鉄工所 × × × × × ×
繊維機械
エンシュウ㈱
（遠州織機） × ○ ○ ×
スズキ㈱（鈴
木式織機） ○ ○ ×
城北機業株式




シゲ × × ×
株式会社日進
機械製作所 × ○ ×
株式会社リズ















































































































































































































































































































































































16　前出註5，pp. 242～ 244，247～ 250
17　静岡旋盤集団の責任工場は池貝鉄工所。加藤鉄
工所，城北製作所，濱名機械，鈴繁鉄工所，日
進機械製作所，浅野重工業が含まれた。静岡フ
ライス集団の責任工場は遠州織機，遠州機械，
静岡鉄工所，須山製作所，加藤工業が含まれた。
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名古屋学院大学論集
沢井実（1996）pp. 7～ 8
18　その後，明治政府の方針に従い機関車の製造は
民間企業で行われるようになり，汽車製造会社
と川崎造船所の2社は機関車製造の主力として
発展した。汽車製造会社の工作機械のほとんど
がイギリスからの輸入品であったが，1901年に
車両旋盤を開発後，プレス機，旋盤，立フライ
ス盤などを製作して20年頃には外部販売も行っ
ている。長尾克子（2002）pp. 50～ 55
19　浜松工場四十年史編纂委員会編（1953）p. 28
20　民間会社の「引き抜き」により1916年には200
人以上が退職したが，不況の始まりによって19
年頃から復帰する者が増加した。復帰には寛大
であったとされる。前出註19pp. 73～ 74
21　庄田は，金沢市鉄道院工機部設計課から浜松工
場へ1918年に転勤，23年退社，26年に庄田鉄
工所を創立している。
22　前出註5，pp. 335～ 337
23　静岡県下の鉄工業者の秩序ある発展を目的とし
て加藤幸太郎（加藤鉄工所），西川熊三郎（西
川鉄工所）などが主となって1935年に設立され
た。実態は，軍需品生産を中心とする統制経済
を遂行する組織であった。
24　鈴木自動車工業株式会社40年史編纂委員会編
（1960）pp. 69～ 84
25　前出註19，pp. 184～ 198
26　本稿における鉄工所とは，「量産・単品部品お
よび緒機械を製作した専門性が未分化の製造業
者」である。
27　聴き取り調査を実施したのは，西川鉄工所，山
下鉄工所，加藤鉄工所，エンシュウ，コクブン
リミテッド，スズシゲ，庄田鉄工，平安コーポ
レーション，鈴三鉄工所，大東精機，西川機械
製作所，桜井製作所，ヤマザキの13社である。
なお，西川鉄工所，山下鉄工所，加藤鉄工所は
すでに存在しない。これらの3社は経営者の家
族，元社員などに聴き取り調査を行なった。
28　誕生年の例は，鈴木政次郎（鈴正式織機）1876
年，渥美浅太郎（渥美鉄工所）1886年，和久田
純一（城北機業）1886年，鈴木道雄（鈴木式織
機）1887年，西川熊三郎（西川鉄工所）1888
年，高橋菊松（日進機械製作所）1891年，鈴木
繁吉（鈴繁鉄工所）1892年，山下一太郎（山
下鉄工所）1894年，国分忠之助（国分鉄工所）
1897年，庄田和作（庄田鉄工）1898年，加藤
幸太郎（加藤鉄工所）1901年，本田宗一郎（本
田技研）1906年，鈴木専平（平安鉄工所）1907
年，などである。
29　前出註5，pp. 416～ 421
30　聴き取り調査においては，平安鉄工所と鈴三鉄
工所も下請工場として軍需品を生産していた，
との証言があるが，資料等による確認は得られ
ていない。
31　創業時は繊維機械を生産していた遠州織機と鈴
木式織機が，その後の経営判断により工作機械
と輸送機器に分化した例が著名である。また，
それによる現在の企業規模および業績の大きな
格差を指摘できる。
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